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【主な活動】 

 

● 就職準備性について事例ごとに支援課題を抽出し、協議検討をおこなった。 

● 事例検討を通じ、支援内容の検証や就業継続のために必要な課題の整理をおこない、各関係機関の役  

割分担等について確認と共有をした。 

● 実習状況等の情報共有を行い、関係機関間の連携体制の強化をはかった。また新たな取り組みとして、

雇用や求人に関わる基礎的な知識の習得にも取り組んだ。 

 
 

●圏域内の障がい者雇用を進めるため、新規企業開拓情報を共有し、より多くの求職者の雇用マッチン

グを検討する場とした。  
●障がい者を雇用している事業所に対する【合理的配慮の提供】の具体的な提案・発信のための取組み

について協議・検討を行い、企業ニーズの把握に必要となる視点の整理と企業アセスメントについて協

議をした。 

 

 

             
●当圏域における障がい者雇用の現状を広く地域に発信した。ローカル紙（2紙）に月 1回の記事掲載を

おこなった。               
●テーマを「地域で働く障がい者」とし、在職されている方々と雇用企業の様子、特別支援学校高等部

での取り組み等について発信した。 
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【目的】 

障がい者の企業への就職と職場定着をより一層進めていくための、関係機関による連携協力体制の構築を目指すことを目的とする。 

【成果・来年度に向けて】 

・多方面にわたる支援者の連携強化となっており、各支援機関の情報共有の場および、協議検討の場として有効活用していただいている。 

・広報活動の記事掲載が 100号の区切りで活動を終了とする。 

・生活困窮に繋がる可能性を持ち合わせた事例について協議検討の場を設けられるよう、準備をすすめる。 


